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井の敦火軸性を現解することが山氷る｡ 外情織によると Andreew 非飽く')が青春 と

類似 し1こ研究を行IDでいる柾llbるが詳flが

L. ナ び 不明でそれについで桧討 し相,･)かつTニのは珠

以上管溝はこの二つの虫CEに上り化合火野 念T.あっT:｡
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同体混合物の燃煩債播現象に関する研究

(PLi制 空3年 6月 32E]･受 皿)

三tl: 大 正 故t

Ⅰ) 緒 甘

固体混合物の1性功利 古池皮tこ附する研究は

細 的にも恕為的l;も碓氷余り非の脚を見な 奉研究の細 な≠-クIi鼓災にい 失つ丁こ

いが辞者の爽由比北にlrtば定規的Lこ軌 間 のでこ､では一般理会についてより述べ紺TI

体誠合物の脚 描硯史に も-T定の傾向が兄 いM 鰭であるが･しかし夷に廷拓的にの

られ理新 婦 扱ひも必やしも不pT能ではなく べる糊 はい11れも様多の榔 夷に基づ

巾には㈱ 描現kL二年紬 と考 いて居るものであり･後に本間組告別 扱は

へられる機めて興轍 ､成敗も見られ 今後 れる持氏の温妹を希望したい｡

の理会的脅鼻の可能性を示す ものの技[:恩は Ir)法科及び書p方SE
7度米菓 品工費拝 文 金 此



同体欧化Mと題元剤を粉末の士ヽ.充分rE

llt合 し,比を一定の魔力にて,plohlき細

戊書け中の相済L:即 皆を村1いて即 し.そ

の一泊に-足掛｣攻の点火羊をつめ,此i･稚魚

的L=灼熱Lf:三ク丁ム乱 文はt朱火花jLは

頒火嬢i･以て.点火し鵬 を柑始せしめ.その
他合わが一定粋連を撫墳するに葬する時nrIを

測定し撚堵恥 純 度を計許 し1二｡

(a) 撚鉄 幹用試料の瓜虎
泣元杓としでは Mg,Al,ZTt,Ti.Zr,

Sn,SJ.Pb.Sb.Cr.Se.Fe.Mn.Bl,
噂の金保の粉末,及び FerroISlmcon,Ma

g仙Jlum,AlumlCa)cltlm,齢 如き合食,
AT)tlZT)On･廿ISulfJdeの如 き SulLide.及びS
､苛々選び.酸化冊 としては,BaO,.COO,,
STD,,PtOl,MnO= の如 き Peroxidc,
KCJO3.I(CIO..fbCIOl, の如 きCh)ora
te.PerchlorateiFE.Kl.lnO., 又Chrom
i)te.BIChroTTLateの Na-.I(-,Rl-.
Pb一枚.COO.Fe,01,FC)0..Cr号(㌔,Pb

O 時の酸化tbを避ん1=｡各釈拝は便frJIこjt:

立ち輔やなる分析をJ=TTひ,不耗T3ものの佐川
ttd力さけ1=.>

(b) 舶 用談判の丑汝

これ等欧化l¶及び表元斤事は元来積eiで4'る

もの以外は,ポールミ7t･(3fI叫5Lは接兼)又

はiRit牲乳鉢一二Tet帝して鎗米Lt:る由も.

モTL.ぞJt一定の渉をiglして牡止を成定した｡

かくで得られ1二BZft淵 ,題元MD粉末は.一

文丑托P7･vL破面LP滑なる紙にとり.攻牙のへ

ら忙て一定時日性 合iEt和 しT:｡又多比に収 b

あづかム時は.とrlを碕弼ポール ミJL,に と

り,一延性tpHこて均一に混和した｡弧合物は

それぞれの比瓜 こ感じ-党政i･杯此し所轄の

AG力 (多 くは 5(氾～8(氾kg/cml) にて,伽

] 小鉄片中の細兼に.やヽ沸上bはみHる
粗度l二郎 LIこ.脚 紙 面と安垂かみそり
a)取を以て.串かに郎り平lこし,その一巾に

孔々うがら, 点火顎 (SlとPb}0., 5Lは

JiaOtとの独合物に防漁村及粘鈷鞘と して.

乾性油.頚化1ム.叉は範火野とEi加したも

の)O,J4 たつB.その小攻に種々の方汝に
て点火した｡

(l:) 漁gE侍妬返度の詞定方法

】缶竣伸雄適任のiPl宝には,斡旋i･必卒とし

ないものは,書面の 1/l逮一,やヽ輯資を嬰する
ものは,'■4'砂 のストップウオッチi･用ひ.

且つ リt,-を用ひて,自動的に脚 時Tzal

錬する鎌lこし丁こ.色Pち点火革Ib一文のTz柾
の所Lこ.掬いヒ1-ズをEZき.抵鍵がその林
分に達 しと1-ズ々切るとともにリレーが針

き,屯投石が鋤き ストップウfツナを動b･

し.Ill:於頃が什推 して,由帝の東郷 妃に

おいた もう一つのと--ズが幼Ttるとともに

叫び伽 石が働いて, ストップウオッチ/L仲
止させる称 こし,初Y)のヒ1-ズを切つてか

ら後の ヒューズの勿れる進の鵬 時間を珊乾

しT=｡佃継 体描ig収が一定であるか者かき

たしかめる1二秒必mLこついて76進度T3苑にて

地境it浦挽妊P均一性を捻定LT二が多くの4

台は (州 外拙攻に近い盗合を除く 成火

葬より-rLEの拒書とは11-れるとはば-東進虻
にで定石一漁姥とつ>'けることが制つ1こので二
つのtA-ズarlの粧暮i･,その鰯 時Flrlと似
て険し定常携塊の脚 諸速度とした｡ 仰17t

はTlるペく放 く汲いものを使用 し(巾4托,泣
き↓托のもむと多くtだ和した)帝の大言の腰

帯4･少くし金成坂の村野はiBLこ鼓-し1二｡

二｢L

仁 - ｢二日,･_ - > L

抵触 二即 したiLt食物は浪蛮 60～80%の
秋博に一斑時rlI)放怒Llこのち垂内軸攻 8078

以下温度16-20oC(〇時にのb炎虫も.行 っ

たa仰木突虫1こ放てま2=して取b放つ1:折の

｢鯛 坤ガスを懇生するととの4･.hth+L混合
物｣の池袋維持に於では外最 中の取東のイ】無

は殆んと!榊 書き池波にお噂を及ぼさないZ)[
が多い｡

(d) J5姓熱の測定

iR合的o反跳 の沸定にはべ ･̂チt=-のポ

ンプカ.･リメーターを用ひたが.上記のbJ)く

鮒 #姓氏は大未申の艮議の彰書を受ける

ことの少T3い.･.'三lb考へて ｢脚 魁 炭に

正妻打抜のbる負もIjは rW ll･き外来中

で'混合物とt5やしr:等合の褒軸 U とT,卜 で

bらうとの托群のTI:,税 に即 し1:喝と

同一の畢力にてJFJL1二汲合缶に点火筆を独
加LたもOと敢 共 々のモーいた叔魚でポンプ

中でもやしその葡熱丑を滞 りそれIb同一性
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僻にて如 しt:点火革の/'の載典故主力引い

てその混合物の脚 とし†こ｡但し6倍 二枚
3:TJ:き壷泉中[=て燃鍵すること.ヱ軸 的､二は
Nl郡 Etでbり･且つ止せ;:止 し笥鞍･丘の比
較的少いIェ上り鼓舞JtiFZ宅の取替課掛 三相常
人であb充分Tsる相 と如轄Tjる注滋がgLf
であるATLL/道元鞘Z=LTMgや Alなど･･F
用ムる時は これ答のものは等束rl･の相崇の
ふ1}ら寸耕講とも覆車圧巻を._tこすの1 卜速

のIRI'}注藩を凍って8gF究にゼ婆なる輔恐な
る純は1斗られTLい｡

本轍JiiLこ放ては酸化巾-遭元榊の二郎 操
のものについて行った戚柵のみを述べる｡

JLゆる抱合せの二成分系小,点火容易で且

つ脚 鞄 皮は奉突放妹肘 こ1る珊k･淡に

滴しない柑早くはなく.且つ捻塘時此官的ガ
ス竜生の少ない釣れ十勅 と呑んで酸化粥道

元加D二成分で虹成文は物 性件とか-て抵
姓什措選点を満更した｡鴻毛は者jZ)3rnl鬼爽

Caを行ひ平均をとったが実生位の一惣しない

吋はy!1こ8-初回軽度爽虫をくM ､へし平均
を求めた｡

瀬 / *長持集と考察

(1 二Jh分系混合物の納 経速度の
_Q式

氏朝ヒN-丘元柵混合軌 二点火1る軸合有火
して後鼓妨t持切し持ち瓜合せは比良的少く

その中{･も一党の速度で燃え立蘇無縫をつヾ

けうるものはE!に少TIvt｡怜地確ガスを恐生
するalの多いもの,黙触 峨物が灰腺熱1こI
D狩るしく僻由するものなどほ燃焼称播及皮
は不鋭AlllC'繊琉II測定の対象いまTIL得ない

ものが多い｡,比較的ttらが,'Sく定常然境を示
す硬化M-題元問の抱合せの例i･示せば次の

5K2 】岨成一蜘 件触 曲投

∫

芸j'-rFも且

▲ :r l ナヽl

如きもの{･ある｡

Mg-CrtO,･ 111g-Fe)Ol. Mg-Zh O I

Si-pわlo.･ si-PbO三･ Si-PbCrO.
Sl-K'Cr･_07,SiのTt少に Ferro-Siui0"
女川J′同上か81分廿 Szl-JkO,,
Sn-Plの !. Sr.-KCIO.I se-BaO,.
Sb-KMn〇･･ Fe-KMnOI S-BnO,,
S-Pb'0.I S-PtO f, 苛である｡

しか し以上の机介せでも.枚妊及び純度のAll
何にJつては,亜流他姓qF椿が見られ1Lいこ
とがしばしばある｡

:Ji魚に許b入手し柑1:凡ての脚 播持綬

可能二成分系uTt曾根のJa成一鮒 経過止 の

常詐曲鞄は JLE2の卯く3つの嬰に軌ま分BT
されることを知つ 1二｡

CPち.掛 に見られる仙 こ一つの歓 JE
i'有する邦と.K2bI=LLられる嫌(:=つの

凍大瓜と-つのL<小出を有する垂と.Er2亡,
及び C･l=且らrtる枝に二つ以上の絹′トビは
宥する喝と-(みる.

亦-の明 く･1)は一見可松蛭ガス経と女親
とのiR合物のEl成-脚 結速度曲牧とB7似
した形状i'示す,その形状は7m:ほ や心とし
て左右封まであるとはむ王らT_[い. 第二 の 伸

(b)は過便IとJOJウ▲を道元杓とし丁二2-3例

に加背に見られる｡しかし往Jt-つつの粍大

dllま&,士わけしくはIsく第-ieJの背しく非封
輔Ts甘缶のほに,uえることもある｡筋_=_の塑

J2枚碓な形を萌し.少くも=つ以上の哉小紙
を有するもので 此L:属するものはSl又は

非の合金をi37t:MとするHL合せに駅らrtZ.紘
でbる｡

Tz と道元榊とLT:tL合せにも此lこ似た曲A

を,7=し1:例もあっ(二がそのさV.けZGr料 として

任JlJLT='n と分析し1:刷 ■730X の Slと
不粥柚とLで食有して店 ることが41J明 し(I

ので･.これは或ひは不鵜 拘 1二る
SLのt潜 I:1るものであるか も

t-ナ' 知れTiい｡苅三朝にJIするものは

I/I-し佃 野
地 衣扶妙で均一･TJ血合廿が多

く,辞bT}芙虫には欄 でみろ｡

弟二重.苅三唱1:1外のもの,eP

もSi又はその合金とi2元鞘とす

る書合及び EbOlを鼓化Mとする

以外は.JLて那-S!にJt.fる｡
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(21 公債件脚 -型の畢生的糖衣

弟一軍は.政諌籾のものについて血城的 .

-で覇黙tを孤定せるに,穀大姉 丑乱射 ;

:杜大抵偵雉破過変鵬 とはrr一浪する..-i及び

曲挟む形状に放てガス混合物の脚 碓現款

とよく勅似する点等上1)五穀的には蛸&跡 r
fL71tllこ取>拙-るのでないかと瀬へ ガス混

合作の墳合に坤 じて取括った｡■)

固体iFE食物の托釧 箔が熱仲称に上るのか

叉は船 飾の熱板射に上るのかjLはT'n肘 ヒ中
心の移動によるかは詳らかではないがこlで

はLR'L-L上松埠の侍姑が ｢燃噴仰の動が仲称に
ib未然唆称 こ侭へられる1:か こ曲る｣ と似

JJEして徐を弛める今脚 附き丘D氾JA'の介イIJJ
を々 ふれば 凶3の掛 ニ7jろ｡

(炎の方向は無煙の噂話する方向を,Ttす｡)

T. は射旦 T,g liiR合物の噴火7雌

Tb は細 分の亜耗温度 T. は燃切

手匹に揮する脚 絵のi呈鹿 とす｡

図 3

･-
･.Jj〕UJ～
J
･

撚熱の朋 番は.

氾妊 Tb†3る燃班myJH.り旬Z且T,にひとし
い来状切 軌へ勲が俺称l･上りRLへられその部が

類火此 TIFZにはするに及び自ら萄黙 反感を起

し,T1,にはす｡Tb l

ニ於ては. ま として勢を前伽に伸-Efらは Ta に下る｡ T,Jt部に於

て.その簡iのEIL地脈 yrをiこぎつて Tb

なる｣､鮒 冊より他 面前面に dt時nllI二期へられる

熟Ltは近似的にはD (B P dt (1)で
bるO

但 し,dtまTt‥ T.R頚Fri

Flの研 .Dは Tt.,T.gWのその混

合物の平t･.載仲榊 とすE,

一方 dt時間一二鮭や面の連行 した拒任 せdsとすれば鮒 面的面L:於で畢化析両を通 じて柑た

黙tは
(TEg- T,)C.pds -

(2) でbる○個 Lc.はT.B T,肝の平均比熱.p
は頼政とす｡ (1)と 12日 三相等しい

のであるからvJS巨岩覧三吉当 ･,-

今Cを浪合紬がTlgに建してから Tbに

過す二進の特rHlとすればa･±Ve

(･1)V - / C?po'Ti
.:_TIE,', .6-又涙称が

掠めて茂か1LI)とすれば,妃似粥には

杓 (Th～ T,F)-Q (6)服しQは反牌 .C三は Th,TiEllrEの平

均比‡繁とす･v-7/蒜 (7)こTL

が附陣il主食杓の益*寒冷式と考へられるもので

気体混合物のそれと朔ん t,方 が lsい○袈

件混合物に於吋る場合の詑明の如くp,T.ど c■.C,
.D等の守化Lこ此 LQの繋化が着るし

い時には Qの簸大飯故虎 とVの駄犬el扱成とがはビー鼓することが

考 へ らL-ia.これは後.こ述

べるが如 く確 約に詑切きれ1=｡じ2,0.D

,T.B噂の前受は政敵 こは閑耗であるが

失投上弦t生的には･大J=鎌たことが見られる.
T相 に比LQの蚊が比較的 大であると.埠へらL

tる扮合は.一般 こ鮒 迎此速く TIFEが Qに

此してP;いと温められる均合には迎い｡ 叉D
i･著 しく輸血させると巧-らTLる様な物好例-



]23 2:-木 Bl件血合紬の姓鼓■7t現ArL.1ナ8才先

次にや吏するSに上OC7)式中.cI C,.P.
D等のJIJR0枚iI的特箆にX くと考へられる

同丁は二つ以上の苦るしい辰夫位又は也小銭

JS･生する鎌なことがあるとは額-らrtTJい｡

そこで 0..Q.又は T岬がある軌虎 に於

で機大棚.卜的少/7;すiP5品常TLる軌 とをする

のでIJTLいか といふ推定がTEりたつo:先づQ

の瓜Ii2に上る替化をしらべ鑑成i=上る鵬
Flの変化を比較すaLこPI-Iの妓な戚柵か柑 ら

LLJこ｡句熱故の-m定は前述の如 く放hIをのぞ1

い1:カt'リメーターのポンプ中で訳†lIE燃壌

して細られ1:肌色･171ひた (収も tyT)JCalTS

例は Sl- PbCrO. の二成分系にえらItlこ,

L:のさい用いた Slむ粒度は総めて少さかつ
た)

団 4.

ー

汀
且

や
耶
鴇
棺

でbるが SJとi王元JIとして使用 した牛舎Zf

とは Siの分封点は且的 小か ら 少くも

戊帯紐JAに於では,SiI王Bl拝のまヽである首

でlわb.従って反身は先づ SI手と千城 田に

於で行はれると考-･るのが貸当である○が托
した間体化合物に於では横現回他には周5の

鎌Ts配列

が見られ

るでわら

ラ,

一般に

比の収に

して.皮

古が位チ

額面lこな

r,-ふんイ山⊥1'1J

言完 ? ーr 恕 云 J

}P生 じ

- 恥JJL山 た生Ei佃が*･ス件 として散逸 LT=vJLらば反

-1解 語諾 空芸讐 主よ諾 票発 売志望芸三雲
あらう｡一皿此の伐な班膜が形成きrlると事

後の反古はその生成岸乾探せ免 じ.肘 分7･

又は好子が浅瀬する顎lこ1か持掃 きTtf). そ

の強飯辻生成脚 の厚さを皇す とともに嗣

I / j 事 と'" であらう○Ltの汝fLを鮒 の進行しっヽあるそのJf軒

の一小満分Lこついて裾-て見ることとIrる｡

一つの道元恥 千の種をT.生成肝の好きを

九とすれば杜膜の形成過度は,

叫 (JaムdJや)ー

即ちReaCtZOnheatには奴犬上.I.tは 一つ し

かなく壬の ReaCtZOnheatの細大Jiは二つ

の近接 LT:梯リ､他TlJJDやヽ不明臨TL一橋小IiL

のgL攻とはば-数をしめして/パr),Rつその

L誌は酸化Mと皿)Ll.杓 との化軸 勺冴丑2)瓜虎の

-つt:近 く又その軌嘘の現象的魯魚 tに近

い.比の相銀か らは,Qが叔成一賊 将桔適

度曲 穏 こ於:1る二つ以上のは大仏の現はれる

ZGtEgとなM3aとは考へらIti-.,革 ろ比を否

定する方向にbる｡ 女 はT.Eと0で あるが

T.Aは沸起が阻姪でbるから先づel:ついて

称 ､上う. Cは反古々開始してl川 ip;温度

r:建する迄の時Ⅶであるか ら反島淑 と騎握

T3月簾がある啓でb る｡】缶切柿針 -L放て如何

TLる妓JCで戊希う;市はれ る5･i土井薙諾い問頓

dヽ
dt (8)

L!tLkは const とこ行へろ布 が出凍る.

tt10 のとき 九 つ O とせば

九1-2kt 9)

-つの粒子上の反席が榊始してlpそれが

縫7してしまふ迄の時nIは 1とすれば酸化M

が当tt以上の場合は,

九三72kT

Tは反古が漣かTI歩合には.近似的には0-L=

革 しいと考ふれば,

1ヽ-乳d

●.eI九三βk ･ (10)
といふ式がな bT二つ｡

との式に於で九は一系列の二成分系i珪合杓

に食では,同一の肺 と虻用するERb且虎の
米兵的崇化lこ上b二つの振大点IL示するとは



=)5へられ.'Lい○

そこで,畷りにCが且戚Lこより二つ以上の

稚 火I.r三叉は畑中11Lを示すが如 く崇化す ること

がh bとすればモ)tはkのb･ゝ る鞍IEに1る

ものでbらう｡kは(8)式より11ふれは虎見

原r･又は分子の強飯等に弟旅する凶Tで,こ
れに形作i･及ぼすものとしいエ生成骨放映の

性fT羊宇i=彬AI没肱及び 壬の駁蜂のRJ;相 帯LK

符が35･､ら^る｡果 して爽際に上のはT3故1･
上でのLi財も(寺は れで屠 るか どうかがTTq以で

あるがそのl:,tに防 しては或る秒 生の延性的TL

捻肘は可や巨でbる.

t1 10)式上b推起される按に･X･し故T

｣二でのLiL頴が行はれで屠るとすれば.Cは粒

子の大きに上わ-Bを生 じ,従って件拝速度V

も片aしくや化し,粒千の任D′トなる程鮒

i釦だ.三人一こなるであらう｡

(ill f27-が4aiめて大 とfIれは九の相加 と

と1日こ酸iy'11-3LはLa子の坐Jk懸硯帳の故地

が井女囚t とTjCI.bる托皮以上と･'lLlは鞄

子の円満が-㈹ D任王章ることがbるb･も女I

h･'1いこす ると同一乱戒に於でも.鞍手の大

きにJb青魚兼与･ちがつてくLであらう｡

上記のtJに 碑 の石女々強める7=めに,SJ

系此合鞄,こついて:光治i･fi,)T:｡水 を班別
し,'二分8はしや淡t二上り.碓 Jtの事Z腔のSlをつ

くり且戒をJa)-として粒度D/Jとかへて酸化

榊と二J･*'̂系に於て解 し1=ろに.脚 経

過唾は杜 (の世皮l:より署るしく児なること

を知つTこ｡ズ枇LLEの兆るSJ女川ひr･り-M

I二で額耕紫を洲定 LTころに.秘守の大きさ

が一定以ll大きく1.る時には苑熟れは漸次減

/少しでくる7tlが迎められた｡ しか し,こrtら

のJGi正二泣性的には扶めて明 (}かIこ‡モはれる

がに釦 V}与ム盆迄は紺らrLTEかった｡芳 し組

成に1り0が搬碓lf廼化とするとすれば,k

が･二つ以上D犠小.占を示'f伐13撃化とする帯

であるDL記かはな粒子Zi盟のtR押印;Jfへ ら

JLる以上 kと支里1るもe)は生成居最短の

世77であ-'と:〟-ざる々得ない｡

今 SJを速記相 とすろ二成分菜 抱 合 せ の

typLCエ17=例 として.Sz-Pb)0.系の反卦 ;

ついて);rjす乙｡

SlがntFt:N ';aPthO.とZ真顔 して生 じT:

S10..はSi故11Y')安田とGjでもらう｡Slo主

はPb,0.の分群庶物1:る PbO と附加rt合印

をつくり,書後便共は此堺 1加化合杓の生成

J5鼠張と油 じて牧子内鰍 こ銭tLし尿Jtを柵

することにTsるやあらう.比の罪.井D鎌取

の温連,鮎 は榔 息BEの鬼火i･東武すれ

ifもつとも多 く～O生成汝の蝕 に)り.従

って共の始祖 郎 二王h左右きれ.る{･bらう｡

SIO'と PbU).S)0.と K10').そ0)他if.A

の血族軌 ヒ物とSLO,とa)附加化合物の熔軸

.山を示す状愈PLlti今退任多恐T&されて居るが

その単式は殆んど凡てのつ牡合を功 しで ｢柵

.孜に稚3i:の一紙人肌及び践小紙を有する多頭曲

鵜の型式｣を示す｡そして,桔融Jよの一つの

栴大tlは .S】OJ と令凪酸化物 とがそれぞれ

哉政比生●以てL..'合 し1二荊称,I..･る附加化合物の

瓜虞の掛軸 J..I.7<'T.し.又続′JtJ.I.tは,l拝接しJ=

附加化合嶺の利点.1王/'E示す点である故rLSi

系の軽Aの何体混合物と耕 しT:書合モOT,丑

元札 教化乃D比lこlp,bl.の琳軸点の生

成盾を生 じ,紬 .なれき時世庶葉の SJ牧羊

内部への経世が3>くれ.kが小従ってOが大

とljJ),無地粗度 Vは少となるでbらう｡

瓜壕の要化に11'ひ生成原の琳鞍点にいくつオー

の康夫点と生することはその士 脚ヽ 軸

皮lこい くつかの扶小!:.を生する8.こTjる<あ

らう｡

粥 6

丁ぎ
ゃ首
長ミ
-J
Je
W(' Ju一一一一丁

Ⅳ)上tagZjの書抜的凌始

(1)抜′ト無地一括辻 組成に茶ける酸化

剤一道充用比

前連の如く.
Sl系浪合杓l二浪ては■6I:蘇

す如く
,
瓜成一脚棒汲荘曲tiに.二
つ以

上の捷′ト点を示す(時t二は5-7節10モTt
t'れ/7構小払ユ.
b
.C.
TLる瓜破o酸化M及

び題元冊D丑を夫人.
0
.

,



130 第* Bl仕出か)雌 鼓fg描現生l=月すさ計先

--R.Rも,RE, 上せf.

og 監 丑 ･･の比- 23
とか 12 1日 .う法T3されLt:に近い仏をJ7;

すことがめる｡領めて興味深い1R叙 であ る

那 . これを上の偶発1り政明すれlf茂元杓D

-光跡こfh-る酸化帯の鬼/)比がそれぞれ熊

載比D桝に放て世 f境 内上に各jt純称恥 -J'}

るある附Jm化合物の放映をつくりそのB柵 魚

llHJ･細ノ､仇fz示すものでみr),そのI.'1.に放て

t幣切樽柿迎LArが権小他tc示すことが95-られ
る｡

(2) 母親丑招大仏と胎竣他措過度O-捕

JJl旗との組成の-丑｡

Slを道元朋とするfal件批合物l:放ての'-I帯

1熱兄畑火机と,愁嘆好描題腔1)一払小紙とが

殆ど一致することがある(称こ放て見られた｡

(Sl-PbCrO.系に於で顎熟もt漉人位lこ近い

帝分の乱攻l二.比較的即著でri･'sいが.朗

仰軸 圧D一絹′.Ft伍のあることは多敦の拝啓

なる粕 i･行って鴇カで碓qけされ丁ニ)｡ かゝ

る秋崇は･SJ系tEi合物の切合以外は重く認め

らLlや,殆んど他D凡ての場合に放ては逆に

轟熟JtFi大払虹虞は.鮒 特待速まth大の且

席と一慧するo Si系浪合紳1ニ於では,完熟

to正々TLる粗度は恐らく附加化合物をつ く

るべき道元粥,酸化剤の当丑13る払虎にL,一致

し.此の乱成.こ放てせ生やる附加化合物は.
舶搾l:I'ト で従って鯛 .I.I.･.の瓜も抗いもので4〉
らう｡

(3) S.が Pb父は Kと含tt酸化印と特
撰Zi感t生すやすいil似!の溌明｡

多赦O米袋を打つ,'二相Ds.SiはPbを合Lr

酸化軌 (Pb'0一,Plo,,PbCr0..時)及び

Kを合t/酸化羽 LK=Cr..0,,K入4nO.甥) と
漁 も朗 反感と生 じやすく.又可放牧城の屯
崩がdEい.滞井氏◆)に上れば SLq と他の金
.R放化杓との多故の附加Fと食物中で,細 J･1.
の もっとも軽いDは SIOZとPbO,又は K20

との附加化合物であるといわれる｡帯広の社

也.占が低いとき栓,放射D乱油が容 易 で あ

り,li酸は持aAL基いから.SiがPb又は

Kを含tr酸化村と鮎 反虎と生じ&いZF丑が
戊明拭来る.

BaOtを道元用とする不二型の放捷i8播現

叔lこついては,詳細TIる2r蛤を行はなかつ1=

ので諸富はEII祇ILいが,無迩時の較件i･か-

る卒にlらBユ0三の粒度を小へる時は放

任議連髭も嬰化すること上か,やは力持子 L

a)反感が正やT3法益をもって屠る布ri空てノが

ひT3いと.RT.はILろ｡

一般に酸化剤aZ元榊の組合せに於て'ミヤF
鮎 の耗いJJの枇 Fの枚壕の影背が期労でfLi

いjiの世子の校正の影響 ま比較竹,lJSい蛇に

息はtrLる｡

YI EEl体呪合物の燃焼博枯速度の

温度軌 ヒと哩托ti火点

EEl休航弁軸の脚 描速射 三池皮によI)や

化す｡そしてRt点に1れば一般に萄大技の良

好なもの現況EA'領化が恋 しい徒であるe

固体況倉物の脚 枯速度のar,-東式 7)i

ら,その現穀の虎明々こころみるEt,

vI- a,qptoLT,,_T,,
一定組成に放ては,T.の受化 のみきb*

きくたい範粥仲 ;於ては, C-.C, p D Q.

そして恐らくはCもはば一定i:考へらてtる｡

iつて上式上.),

T,-TF.lvK, (1"

但 し K-.為 (12)

即ち T,とl/Vlとの脚には近似的t=I--LEl輸

開床が#すべきであるo

笑軌 二,税 人の=JJG分系L=つき官虫を行つ

ナ二析殆んt'凡ての朝合に於て恥7に示すfYj

T,-1/V2曲紛々持た｡

EDも恥 図 7
に於てa
部及C部

に於では

とで.
との即日こ

･J,起 こ

は.明らかA:此奴柑床が見られる｡そDdl直
鎖部の移行巾Lこ於ては.bに見らTlる琵IL-

つの不巡韓的TLfI換籾を示す｡ C書写の傾約

は常lこa伽の桝科ユDRかである｡b市の

軌i三一T,曲蝕の侍浜坤 の91,1る温

度 (T,) は同一の意元稲 (時には同一7)軟

化何を使用したものに於て)は殆んと同~の
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.hrLあらはれる○

例へtr.王hO'1,酸化Mとして伐拝JLT:胡

合には多く30-600Cの間に於で比の舟扶
JLiがtあらはれる｡

LT,) 2～30例外も3)るが.iL払抄琳又は

bLaはt;Vの延長部が T,他を鞄る点は, 同一

退it伸 二於ては略は同一蔚所に庇い厨t:あつ

まも｡如ち (4)及び (5)に於て塊べた典型

的∵例を苓ぐLlff国 名L:示す硬になる｡

図8,

-良-図8[こ戻す坂本D曲投はそれぞれ同ID埋

光村と舵用し.淋なれる軟化問とtだ用LI二等

加 J:-T′蛸 である｡周FP･血 ,ab･C･の控∵曲換わ他.こ,(ghの嫌(EtB合もある.

又叶には b巾に
粕冴するt‡IL.H.が 2荘l所にあらはLl

ることもある8こrLi串D税政を茄 (ユl

)式より裾ふれば.その血絹布f=るa香6又はC邦が.

T,髄を収る′liま.叫 l･.軟墳q

F柿並皮(Tl,)を示す苦ILIJII) こ

れは綻兼の机缶上I)す川f戦火i且lElこHJ';:1するものであ

ら｡従って,a,d,a〝,汲 プ cc'.C'.
∫.の噂もとがそれぞれ d及びeI-･■和正

1二炎 よるとすれば d,及び e /了の1.

･こ そne･rLも -T,細 のEl奴か索 Faj一美火.温変T･あaから氏■i!に文事'

}る結jiJ･TtLで来る｡｢E61

脈堤含鞄の朗 堆津浪虻は.圭として還元

村 二上)支足芸rt.同一i2兄qと控用

する時は酸化冊かiLmD如IPll;杓はらす漁場ヰ拝礼改 (

戦火占)は取 引均一で.I.るム 比延に興妹深いDri.退元Mとし

て St姥用LI<胡合であかそogl合,

〇･a′,a 帯か辻及rtri.

R.て 950C 近 くにあっ士る｡ Sのmot･od

･njcニ tTidJn.Cの結晶の車座 か ;95
5【Cである郡と巴へは.拓供 給物の払壌鮮維成

虫r=於て文麿hb≡_zl蓉fL丑轟々 もつことがあること

をT;i示 して居る位に瓜はrLるE,又上に並べr二枚に
.C部の頼朝が必十a畔よりも

棟かであり,C巾の宅丑が T.軸を曲る〟はIa 巾q)嘩糞が T, 軸i.成る

｡Ji.ir)捕 - こ桝 ｡-

1J"-Tr 曲故の-特換Ji的 Zとして堤
化することは (12)式中cL･C'･F'･D,Q,tt甘るしい不iLt横的

欝化を生 じTlいものとすrtlf.0

従 って庶務埋虻が辞化

した)Jほ 曙示するものDはであるE,従って ｢-

定釦虎の聞休混合物に於で,その於鎖時の勇退を軌
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混合諒trの)可併 合ガ
ス糾 こ於ける分ガ

はF他 合物に於ても,ある省合には比と重

く鵬 の状況としめすことがある｡しか しそ

れは必やしも価にあてはまるものでは'}くLr
しろか､る法Rqに従はない場合の方が塩かFL,

多いほ-(･める｡

(2) 汰塊誹淋Or旦攻撃化

放牧別井のiirE班 化i=ついて牡虫をTlつた

TW一般に発泡な次の技Tl祁柄が見tllされ 7ニ

｢i宝)1刑過榊7)朋に於では,鵬 IB外は著 し

くiEEEの形響とうけT型化し.岨lAがili-くtf

る梓鮒 ,Jミ外はせ+_く15つてくる (退7e糊の

少Flい方に移動 してくるJA.,酸化M&利の

岬の漁場TJt.机mE&は殆んと温度により受化4･

うけljいといふ7FがわかつT二｡ こか文 例 は

Sl-PtCrO.系の Sl̀D粒度のLL.モ払WElv､血

合せ等lニ射管に31られる｡ こLtLニEt似の現*

はガス浪合的D謄塘緒維呪虫lこ果ても.しは

しは椎骨きれる新でありLEl休配合物 と究f4.鎚
合物の瓢似惟t,暗涙するものとして院めて興

味が辞vto鰍 !外はその他何件粉末の粒度
lこ上IDて著 しく影等をうける｡

(3) 桝 Tll糾 こ及ぼす歩容DIZ替
ガスftLに於て,ガタ入管巾t地境が性推す

る胡 含その辞任がみる&_腔以上細 くなると,

もはや横地がEt推しIJいといム半可は放 くみ

とちらItて櫨る厨であるが.LF件混合物の転
地の齢 l;於てもこnrEB;蚊の現象が見ちrt

る｡色pも鵬 d川Eなる瓜破の範囲は 鮒 す
る耽合物といれたホo純がせまくTLるfrJ.せま

くT3る〇･もる紐皮以上せまくIIると鮒 が催

推 しTLい場合も見られる｡

(b) iQポ及加瀬時の旅桝 棚 に
ついで〇

回休張合物の鯛 ヰ加 .ガス及び蝿を卑
生するものもZ)D又し';いものもめる｡ ガス

及び偽と苧するものは鮒 耳人見のb;喝及城

用に1つて｢松に穂+AJt措連l如 ;隼 化.Ilる
が.ガス及びPIと苛生し''3い柊4_V的JCr即的鵜

合物の地 の朝食は.一般l二相噸加部L:1つ

ては蛍化しTjい｡桝へば S卜 PbCrO.系.こ
ついて行った甘始では沌帖 ì lOITHTLHgiI)

加塔は救十免が-赦口銭匹D37ILArのJm恥IILこ

於ても.松控特妬並LZEは棉んと響化しなかっ

た｡たゞSト Pt£rO.系ではみる広力に於で

(50 mr･Hg比 岱かに脚 諸道腔が撃

化T｡この稚 (=於で鵬 する時は反JM に

Ib特融LT:他姓唖汝が減器に上b訪母飛散

L輪わるD此の魚IbB!にaJZ唄LE･2･増すとtB
貸鰭拝洩狂は慾に紋寸｡
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